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菊地功大司教 メッセージ

「私が命のパンである」と宣言される主イエスの言葉を、ヨハネ福音は記しています。
集まっている⼈々は、この世のいのちを⻑らえるために、実際に空腹を満たしてくれる
パンを求めているのですが、イエスは永遠の命を与えるパン、すなわちご自身のことを
語っておられます。

出エジプト記は、荒れ野で彷徨うイスラエルの⺠が、空腹のあまり、モーセとアロンに
不平を述べ立て、エジプトでの奴隷状態の方がまだましだったとまで言いつのる姿を描
いています。ここでも⼈々が求めるのはこの世のいのちを⻑らえるために、実際に空腹
を満たしてくれる食料のことですが、神の視点は救いの計画の実現という永遠を視野に
⼊れたところにあり、全能の神は天から降らせた食物によって、選ばれた⺠にそれを⽰
唆します。

パウロはエフェソの教会への手紙で、こういった事柄を念頭に、キリストに結ばれてい
るわたしたちは、「滅びに向かっている古い⼈を脱ぎ捨て、心の底から新たに」されるよ
うにと呼びかけます。

どうしてもわたしたちの視点はこの世のいのちに縛られており、永遠にまで至る神の計
画の中で、どのように生き、どのように行動し、どのような道を進むべきなのかという
視点に欠けてしまいます。わたしたち自身の望みや欲望を優先させている限り、神の真
理に近づくことは出来ません。

御聖体を、霊的にまた直接いただくわたしたちは、御聖体のうちに現存される主との一
致を願いながら、主が教えてくださる道を歩むように務めることで、自分自身の救いの
ためだけではなく、⼈類全体の救い、すなわち神の救いの計画にあずかる者となります。
視点を自分のうちだけに留めることなく、常に新たにされて、真理であるイエスに倣っ
ていきたいと思います。
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さて８月は、広島、⻑崎における原爆投下や太平洋戦争の終結という戦争の歴史をたど
る月でもあり、そのため平和について考え、平和を祈り求める月でもあります。日本の
教会は、広島の原爆の日である今週金曜日、8 月 6 日から、終戦記念日、8 月 15 日まで
を、平和旬間と定めています。あらためて、教皇フランシスコの広島における言葉を思
い起こしたいと思います。

「確信をもって、あらためて申し上げます。戦争のために原子力を使用することは、現
代において、犯罪以外の何ものでもありません。⼈類とその尊厳に反するだけでなく、
わたしたちの共通の家の未来におけるあらゆる可能性に反します。原子力の戦争目的の
使用は、倫理に反します。核兵器の保有は、それ自体が倫理に反しています」

教皇様は、真の平和は、「正義の結果であり、発展の結果、連帯の結果であり、わたした
ちの共通の家の世話の結果、共通善を促進した結果生まれる」と指摘されました。

東京教区の宣教司牧方針の三本の柱の三つ目は、「すべてのいのちを大切にする共同体」
です。これは単に環境問題への取り組みを促しているだけではなく、「神からいただいた
いのちを大切にし、それぞれのいのちを尊重しあう共同体を」目指している柱です。

開発と発展は、社会の多様化と大きな変化をもたらし、結果として共通の家である地球
を傷つけながら、いのちを危機にさらしています。神の救いの計画は、永遠の命を目指
す道程にあって、この共通の家において、賜物である私たちのいのちが十全に生かされ
その尊厳が守られる世界の実現を求めます。世界における平和の実現はその道の一つで
あり、貧困や飢餓の撲滅、さまざまな疾病への公平な対策の実現など、いわゆる社会正
義の実現は重要な福音的課題です。神の計画にあずかり、わたしたちの欲求ではなく、
神の望みに従い、真理であるイエスに倣いましょう


